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越谷50年の歩み
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古代中世

今
か
ら
約
４
〜
５
０
０
０
年
前
、
縄
文
時
代
後
期
の

こ
ろ
、
越
谷
を
含
む
約
10
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
ま
で
の

地
は
海
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
や
が
て
今
か
ら
約
３
０

０
０
年
前
に
な
る
と
、
地
球
の
気
温
が
現
在
の
よ
う
な

温
度
に
下
が
り
、
海
が
後
退
し
河
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ

た
土
砂
に
よ
っ
て
沖
積
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

人
々
は
丘
陵
地
や
台
地
か
ら
稲
作
に
適
し
た
沖
積
地

に
移
り
住
み
、
自
然
堤
防
に
集
落
を
構
え
農
業
を
始
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
越
谷
に

人
々
が
住
み
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
相
模
地
区

の
見
田
方
の
地
か
ら
竪
穴
式
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
数

多
く
の
土
器
や
装
飾
具
、
モ
ミ
な
ど
が
出
土
し
た
こ
と

か
ら
、
古
墳
後
期
か
ら
古
代
に
か
け
て
と
推
定
さ
れ
ま

す
。そ

の
後
、
大
和
朝
廷
に
よ
り
国
や
郡
が
設
け
ら
れ
、

当
時
、
越
谷
は
元
荒
川
を
境
に
武
蔵
国
と
下
総
国
、
綾

瀬
川
を
境
に
武
蔵
国
埼
玉
郡
と
足
立
郡
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
大
相
模
郷
に
天
平
勝
宝
２
年

（
７
５
０
）
に
大
聖
寺
が
、
貞
観
２
年
（
８
６
０
）
に
野

島
の
浄
山
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

6世紀７世紀８世紀9世紀10世紀11世紀12世紀13世紀14世紀15世紀16世紀

見
田
方
（
大
成
町
）
に
古
墳
時
代
後
期

の
集
落
が
つ
く
ら
れ
、
人
々
の
生
活
が

営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

大
化
の
改
新
が
始
ま
り
、
天
皇
を
中
心

と
し
た
律
令
制
に
よ
る
統
一
国
家
が
樹

立
さ
れ
て
い
く

大
相
模
不
動
坊
（
相
模
町
大
聖
寺
）
が

創
建
さ
れ
た
と
伝
え
る

武
蔵
国
は
東
山
道
よ
り
東
海
道
に
編
入

さ
れ
る
。
以
来
奥
州
海
道
、
甲
州
海
道

な
ど
海
道
と
称
さ
れ
た

野
島
に
天
台
宗
慈
福
寺
（
現
在
の
曹
洞

宗
浄
山
寺
）
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
る

平
将
門
、
王
城
を
建
設
、
新
皇
と
称
し
た

大
沢
（
現
在
の
北
越
谷
）
の
浅
間
社
が

勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
る

野
与
党
の
一
族
古
志
賀
谷
二
郎
為
基
や
大

相
模
二
郎
能
高
が
越
谷
に
定
住
。
野
与
党

の
氏
神
久
伊
豆
宮
を
祀
っ
た
と
伝
え
る

源
頼
朝
、武
蔵
国
に
入
り
平
氏
を
攻
め
る

源
頼
朝
、
大
河
土
御
厨
を
豊
受
大
神
宮

（
伊
勢
神
宮
の
外
宮
）
に
寄
進
す
る

大
河
土
御
厨
（
越
谷
の
一
部
を
含
む
八

条
領
な
ど
）
と
越
ヶ
谷
久
伊
豆
宮
神
人

と
の
争
い
が
起
き
る

越
谷
最
大
最
古
の
板
碑
が
建
立
さ
れ
る

（
現
在
の
御
殿
町
）

金
沢
称
名
寺
文
書
新
方
検
見
帳
に
恩
間

の
地
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

鎌
倉
北
条
氏
滅
亡

足
利
尊
氏
、
大
泊
安
国
寺
に
利
生
塔
を

造
塔
し
た
と
伝
え
る

足
利
成
氏
、
上
杉
方
と
越
ヶ
谷
野
に
戦

い
古
河
に
敗
走
し
た
と
伝
え
る

越
ヶ
谷
天
嶽
寺
開
基
と
伝
え
る

北
条
氏
康
、

西
の
本
田
氏
に
越
谷
・

舎
人
（
足
立
区
）
の
両
郷
を
与
え
る
と

し
た
文
書
を
発
給

太
田
氏
資
、
平
林
寺
領
馬
籠
（
岩
槻
）

四
条
（
越
谷
）
の
領
地
を
安
堵
す
る

呑
龍
上
人
、
平
方
の
林
西
寺
に
入
り
剃

髪
す
る

岩
槻
城
代
北
条
氏
繁
、
大
相
模
不
動
院

に
掟
書
を
発
す

太
田
氏
房
、
大
相
模
不
動
院
に
禁
制
を

発
す

古
く
は
海
の
中
、
見
田
方
遺
跡
か
ら
土
器

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
武
士
が
登
場
し
ま

し
た
が
、
こ
の
武
士
を
中
心
に
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。
越
谷
に
は
武
蔵
七
党
の
う
ち
野
与
党

の
一
族
に
古
志
賀
谷
（
越
谷
）
二
郎
為
基
、
大
相
模
二

郎
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
ま
す
。
武
蔵
七
党
野
与
党
の
氏

神
が
久
伊
豆
神
社
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
世
に
は
生
前
に
死
後
の
冥
福
を
願
っ
て
立

て
ら
れ
た
石
の
塔
婆
が
数
多
く
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
板
石
塔
婆
と
も
板
碑
と
も
い
い
ま
す
。
越
谷
に

は
こ
の
板
碑
は
建
長
元
年
（
１
２
４
９
）
銘
の
も
の
を

は
じ
め
２
０
０
基
以
上
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

人
々
の
生
活
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
で
有
名
な
呑
龍
上
人
が
住
職
を
務
め
て
い
た
平

方
の
林
西
寺
を
は
じ
め
、
迎
摂
院
、
安
国
寺
、
天
獄
寺

な
ど
市
内
の
主
な
寺
院
は
、
中
世
の
開
山
を
伝
え
て
い

ま
す
。

鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
を
経
て
戦
国
時
代
を
迎
え
、
天

正
２
年
（
１
５
７
４
）
に
上
杉
謙
信
の
関
東
撤
退
後
は

北
条
氏
が
関
東
を
制
覇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

17世紀18世紀

小
田
原
北
条
氏
滅
亡
。
代
わ
っ
て
徳
川

家
康
関
東
移
封
江
戸
城
を
本
城
と
す
る

よ
う
命
ぜ
ら
れ
る

伊
奈
忠
次
、
利
根
川
を
太
日
川
（
江
戸

川
筋
）
に
付
替
え
。
こ
れ
に
よ
り
鷲
宮

以
南
の
利
根
川
は
廃
川
と
な
り
古
利
根

川
と
称
さ
れ
る

関
ヶ
原
戦
の
勝
利
で
家
康
天
下
に
君
臨

奥
州
海
道
を
公
道
に
指
定
。
四
丁
野
村

の
一
部
に
越
ヶ
谷
宿
が
取
立
て
ら
れ
る

家
康
、
江
戸
に
幕
府
を
開
く

家
康
が
越
ヶ
谷
御
殿
を
造
成
す
る
（
現

在
の
御
殿
町
）

家
康
廟
を
日
光
山
に
改
葬
。
以
来
、
奥

州
海
道
の
千
住
〜
宇
都
宮
を
日
光
街
道

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る

三
野
宮
・
大
道
・
大
竹
・
恩
間
を
岩
槻

藩
領
と
す
る

荒
川
を
入
間
川
筋
に
瀬
替
。
熊
谷
か
ら

の
荒
川
は
元
荒
川
と
称
さ
れ
た

草
加
宿
成
立
。
日
光
街
道
は
ほ
ぼ
旧
４

号
国
道
筋
に
な
る

関
宿
よ
り
金
杉
間
の
新
江
戸
川
開
通

江
戸
城
焼
失
、
越
ヶ
谷
御
殿
が
江
戸
城

二
の
丸
に
移
さ
れ
る

幸
手
用
水
路
（

西
用
水
）
が
開
か
れ

る見
田
方
・
南
百
・
千
疋
・
四
条
・
麦
塚
・
柿

ノ
木
、
後
に
東
方
忍
藩
領
に
な
る

小
菅
村
か
ら
隅
田
村
ま
で
の
新
綾
瀬
川

開
通
。
綾
瀬
川
は
排
水
専
用
河
川
と
な

る越
ヶ
谷
地
域
な
ど
の
幕
府
領
総
検
地

越
ヶ
谷
宿
な
ど
日
光
街
道
に
助
郷
帳
が

交
付
さ
れ
る

砂
原
・
後
谷
は
米
倉
藩
領
に
、
荻
島
な

ど
は
旗
本
知
行
所
に
分
給
さ
れ
る

関
東
洪
水
。
越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

富
士
山
大
噴
火
。
越
谷
地
域
に
も
灰
が

降
り
不
作

鷹
場
復
活
。
越
谷
地
域
も
鷹
場
と
な
る

関
東
洪
水
。
越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

蒲
生
一
村
総
検
地
。
名
主
処
罰

大
松
屋
福
井
家
越
ヶ
谷
宿
本
陣
と
な
る

浅
間
山
噴
火
。
越
谷
地
域
も
大
凶
作

大
沢
町
大
火

中
世
の
動
乱
と
板
碑

６
世
紀
後
半

６
４
５
　
　
大
化
元

７
５
０
　

７
７
１
　
　
宝
亀
２

８
６
０
　
　
貞
観
２

９
３
９
　
　
天
慶
２

１
０
３
４
　
長
元
７

１
０
４
０
〜

長
久
・
寛
徳
年
間

１
１
８
０
　
治
承
４

１
１
８
４
　
寿
永
３

１
１
９
４
　
建
久
５

１
２
４
９
　
建
長
元

１
３
２
６
　
嘉
暦
元

１
３
３
３
　
元
弘
３

１
３
４
５
　
貞
和
元

１
４
６
１
　
寛
正
２

１
４
７
８
　
文
明
10

１
５
６
２
　
永
禄
５

１
５
６
７
　

10

１
５
６
９
　

12

１
５
７
２

元
亀
３

１
５
８
６

天
正
14

１
５
９
０

18

１
５
９
４
　
文
禄
３

１
６
０
０
　
慶
長
５

１
６
０
２
　

７

１
６
０
３
　

８

１
６
０
４
　

９

１
６
１
７
　
元
和
３

１
６
２
５
　
寛
永
２

１
６
２
９
　

６

１
６
３
０
　

７

１
６
４
１
　

18

１
６
５
７
　
明
暦
３

１
６
６
０
　
万
治
３

１
６
６
２
　
寛
文
２

１
６
８
０
　
延
宝
８

１
６
９
５
　
元
禄
８

１
６
９
６

９

１
６
９
８
　

11

１
７
０
４
　
宝
永
元

１
７
０
６
　

３

１
７
１
６
　
享
保
元

１
７
４
２
　
寛
保
２

１
７
６
２
　
宝
暦
12

１
７
８
０
　
安
永
９

１
７
８
３
　
天
明
３

天
平
勝
宝
２

▲浄山寺 ▲見田方遺跡から出土した土器▲林西寺 ▲建長元年板碑（御殿町）
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近世近代

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
７
月
、
豊
臣
秀
吉
の
関
東

攻
め
で
北
条
氏
は
滅
ぼ
さ
れ
、
か
わ
っ
て
徳
川
家
康
が

関
東
へ
入
国
し
ま
し
た
。
徳
川
氏
は
荒
川
や
利
根
川
の

流
路
の
大
改
修
を
行
う
ほ
か
、

西
用
水
の
開
発
な
ど

幾
多
の
用
排
水
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
に
奥
州
街
道
（
後

の
日
光
街
道
）
に
も
伝
馬
制
が
敷
か
れ
、
越
ヶ
谷
宿
が

取
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
宿
場
は
公
用
荷
人
運
輸
の
中

継
所
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
街
道
沿
い
に
新

し
く
家
並
み
が
造
成
さ
れ
、
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）

に
は
、
戸
数
１
０
０
５
軒
、
人
口
４
６
０
３
人
を
数
え
、

旅
籠
（
は
た
ご
）
屋
は
、
本
陣
、
脇
本
陣
を
含
め
57
軒

に
及
び
ま
す
。

徳
川
家
康
は
民
情
の
視
察
を
兼
ね
、
鷹
狩
り
を
し
な

が
ら
各
地
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
寺
社
や
民
家

な
ど
で
休
ん
で
い
ま
し
た
が
、
し
だ
い
に
家
康
の
別
荘

で
あ
る
御
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
増
林
に
も

御
茶
屋
御
殿
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
慶
長
９
年
（
１

６
０
４
）
に
越
ヶ
谷
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

18世紀19世紀明治

関
東
洪
水
。
越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

関
東
郡
代
伊
奈
氏
滅
亡
。
家
臣
会
田
七

左
衛
門
家
な
ど
の
土
地
は
取
上
げ
ら
れ

る大
沢
町
大
火

越
ヶ
谷
町
山
崎
篤
利
・
小
泉
市
右
衛

門
・
町
山
善
兵
衛
、
平
田
篤
胤
の
門
人

と
な
る

広
域
行
政
に
よ
る
越
ヶ
谷
改
革
組
合
な

ど
が
結
成
さ
れ
る

ア
メ
リ
カ
の
軍
船
浦
賀
来
航
、
通
商
条

約
の
締
結
を
迫
る
。
越
谷
地
域
の
農
民

も
御
台
場
構
築
に
協
力
さ
せ
ら
れ
る

江
戸
大
地
震
。
越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

水
戸
天
狗
党
挙
兵
。
倒
伐
隊
越
ヶ
谷
宿

に
止
宿

長
州
征
伐
・
御
用
金
を
課
せ
ら
れ
る

徳
川
幕
府
大
政
奉
還

（
明
治
元
年
）
薩
長
を
中
心
と
し
た
鎮

撫
隊
越
谷
に
往
復
。
幕
府
崩
壊
。
維
新

政
府
が
樹
立
さ
れ
る
。
江
戸
城
が
皇
居

と
な
る

越
谷
地
域
は
大
宮
県
（
同
年
浦
和
県
）

と
小
菅
県
の
管
轄
と
な
る

越
谷
な
ど
は
埼
玉
県
と
な
る

伝
馬
制
廃
止

大
沢
町
に
公
立
の
啓
明
学
校
が
設
立
さ

れ
る

越
ヶ
谷
町
大
火

郡
役
所
が
置
か
れ
る
　
県
議
会
・
町
村

議
会
が
開
か
れ
る

越
谷
な
ど
は
江
戸
川
筋
御
猟
場
に
指
定

さ
れ
る

越
谷
な
ど
は
連
合
戸
長
役
場
に
編
成
さ

れ
る

町
村
制
に
よ
り
大
相
模
村
な
ど
８
カ
村

お
よ
び
越
ヶ
谷
・
大
沢
町
組
合
成
立

日
光
街
道
、
千
住
〜
粕
壁
間
に
千
住
馬

車
鉄
道
が
開
通
（
後
、
草
加
馬
車
鉄
道

が
大
沢
ま
で
）。
草
加
警
察
越
ヶ
谷
分

署
が
越
ヶ
谷
警
察
署
に
昇
格

日
清
戦
争
が
始
ま
る
。
越
谷
の
出
征
兵

に
も
戦
没
者
が
出
る

越
ヶ
谷
町
大
火

東
武
鉄
道
千
住
〜
久
喜
間
が
開
通
。
越

ヶ
谷
（
大
沢
町
）
と
蒲
生
（
三
軒
家
）

に
駅
が
設
け
ら
れ
る

日
光
街
道
第
三
の
宿
場
町
の
誕
生

現
在
の
越
谷
市
域
は
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
武
蔵

知
県
事
、
同
４
年
に
は
埼
玉
県
、
同
12
年
に
は
南
埼
玉

郡
の
管
轄
と
な
り
、
同
22
年
に
は
市
制
・
町
村
制
で
２

町
８
カ
村
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
学
校
や
郵
便
所
、
町
村
役
場
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
同
26
年
に
は
千
住
・
粕
壁
間
に
千
住
馬
車
鉄

道
が
、
同
32
年
に
は
千
住
・
久
喜
間
に
東
武
鉄
道
が
開

通
し
ま
し
た
。

当
時
の
停
車
場
は
北
千
住
、
西
新
井
、
越
ヶ
谷
（
現

在
の
北
越
谷
）、
粕
壁
（
現
在
の
春
日
部
）、
杉
戸
（
現

在
の
東
武
動
物
公
園
）、
久
喜
の
６
停
車
場
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
越
ヶ
谷
町
な
ど
の
貨
物
輸
送
は
、
綾
瀬
川

な
ど
か
ら
舟
で
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
大
正
９
年
（
１

９
２
０
）
４
月
に
越
ヶ
谷
町
に
停
車
場
が
開
設
さ
れ
て

か
ら
は
鉄
道
輸
送
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
は
越
ヶ
谷
町
・

大
沢
町
に
初
め
て
電
灯
が
と
も
り
ま
し
た
。

大正昭和

日
露
戦
争
が
始
ま
る
。
越
谷
の
出
征
兵

に
も
多
数
の
戦
没
者
が
出
る

宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
が
開
設
さ
れ
る

関
東
洪
水
。
越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

蒲
生
の
綾
瀬
川
に
武
陽
水
陸
運
輸
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
る

越
ヶ
谷
町
〜
大
沢
町
に
電
灯
線
が
引
か

れ
る

新
方
領
耕
地
整
理
事
業
完
成

東
武
鉄
道
越
ヶ
谷
駅
が
開
設
さ
れ
、
大

沢
の
旧
越
ヶ
谷
駅
は
武
州
大
沢
駅
と
改

称
さ
れ
る

古
利
根
川
大
吉
の
重
り
土
橋
が
改
築
さ

れ
古
利
根
堰
と
寿
橋
が
建
設
さ
れ
る

関
東
大
震
災
。
越
谷
の
被
害
も
甚
大
。

郡
制
廃
止

越
ヶ
谷
町
立
実
科
高
等
女
学
校
が
県
に

移
管
。
越
ヶ
谷
高
等
女
学
校
と
称
さ
れ

る
（
現
在
の
越
ヶ
谷
高
等
学
校
）

健
康
保
険
類
似
組
合
「
越
ヶ
谷
順
正
会
」

が
設
立

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。
越
谷
の
出
征

兵
に
も
多
数
の
戦
没
者
が
出
る

終
戦
。
連
合
軍
の
一
部
隊
が
荻
島
飛
行

場
跡
に
駐
屯

関
東
洪
水
。
越
谷
地
域
の
被
害
も
甚
大

六
・
三
制
義
務
教
育
制
に
よ
り
新
制
中

学
校
が
開
設

農
地
解
放
に
よ
り
大
地
主
姿
を
消
す

越
ヶ
谷
大
沢
自
治
体
警
察
が
発
足
（
26

年
廃
止
）

11
月
　
越
谷
地
区
２
町
８
ヵ
村
が
合
併

し
越
谷
町
と
な
る

合
併
後
初
の
町
議
会
が
越
ヶ
谷

高
等
学
校
講
堂
で
開
か
れ
る

青
年
団
が
設
立
さ
れ
る

12
月
　
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
初
代

町
長
に
大
塚
伴
鹿
氏
が
当
選

新
警
察
法
施
行
（
自
治
体
警
察
廃
止
）。

電
気
掃
除
機
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
が
三

種
の
神
器
と
呼
ば
れ
る

近
代
化
と
交
通
の
変
革

１
７
８
６
　

６

１
７
９
２
　
寛
政
４

１
８
１
６
　
文
化
13

１
８
２
７
　
文
政
10

１
８
５
３
　
嘉
永
６

１
８
５
４
　
安
政
元

１
８
６
４
　
元
治
元

１
８
６
５
　
慶
応
元
〜

１
８
６
７
　

３

１
８
６
８
　

４

１
８
６
９
　
明
治
２

１
８
７
１
　

４

１
８
７
２
　

５

１
８
７
３
　

６

１
８
７
４
　

７

１
８
７
９
　

12

１
８
８
３
　

16

１
８
８
４
　

17

１
８
８
９
　

22

１
８
９
３
　

26

１
８
９
４
　

27

１
８
９
９
　

32

１
９
０
４
　

37

１
９
０
８
　

41

１
９
１
０
　

43

１
９
１
３
　
大
正
２

１
９
１
６
　

５

１
９
２
０
　

９

１
９
２
１
　

10

１
９
２
３
　

12

１
９
３
０
　
昭
和
５

１
９
３
６
　

11

１
９
４
１
　

16

１
９
４
５
　

20

１
９
４
７
　

22

１
９
４
８
　

23

１
９
５
４
　

29

▲旧日光街道沿いの古い家並

歌
川
広
重
の
「
武
蔵
越
か
や
在
」

▲高瀬舟 ▲元荒川の鉄橋を渡る蒸気機関車

▲

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
所
蔵
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昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）、
町
村
合
併
促
進
法
が
施

行
さ
れ
、
町
村
合
併
の
気
運
が
高
ま
る
中
、
昭
和
29
年

11
月
に
越
谷
地
区
２
町
８
カ
村
が
合
併
し
て
、
越
谷
町

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
30
年
９
月
に
は
、
町
役
場
新
庁

舎
が
越
ヶ
谷
一
丁
目
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
草

加
町
の
伊
原
、
麦
塚
、
上
谷

う

わ

や

の
越
谷
町
へ
の
編
入
を
経

て
、
昭
和
33
年
11
月
に
市
制
が
施
行
さ
れ
人
口
４
万
８

３
１
８
人
の
越
谷
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
事
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
る
と
、
昭
和
31
年
に
経

済
企
画
庁
（
現
在
の
内
閣
府
）
か
ら
発
表
さ
れ
た
経
済

白
書
の
副
題
に
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
日
本
経
済
は
高
度
成
長
へ
と
進
み
出
し
ま

し
た
。
昭
和
35
年
に
は
、
人
口
が
５
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
口
の
増
加
に
合
わ
せ
て
地
下
鉄
日
比

谷
線
が
北
越
谷
駅
ま
で
相
互
乗
り
入
れ
、
首
都
圏
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
そ
の
後
の
人
口
の
急
増
時
代
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
京
五
輪
開
催
で
日
本
中

が
沸
い
た
昭
和
39
年
、
マ
イ
カ
ー
時
代
の
到
来
に
合
わ

せ
て
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
国
道
４
号
・
草
加
バ
イ
パ

ス
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

越
谷
市
誕
生
。

そ
し
て
人
口
急
増
へ

昭和30年代

昭和33年（1958年）昭和34年（1959年） 昭和30年（1955年）昭和31年（1956年）昭和32年（1957年）昭和32年

越谷50年の歩み

１
月
　
「
越
谷
町
」
の
町
章
が
決
定
さ
れ
る

３
月
　
商
工
会
が
設
立
さ
れ
る
。

４
月
　
消
防
団
（
10
分
団
）
が
結
成
さ
れ
る

体
育
協
会
が
発
足

社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

連
合
婦
人
会
が
発
足

９
月
　
町
役
場
新
庁
舎
が
越
ヶ
谷
一
丁
目
に
完
成
、
越

谷
町
合
併
・
役
場
庁
舎
竣
工
の
祝
賀
式
典
が
執

り
行
わ
れ
る

10
月
　
合
併
後
初
の
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

員
30
人
が
選
出
さ
れ
る

11
月
　
草
加
町
の
伊
原
、麦
塚
、上
谷
を
越
谷
町
に
編
入

神
武
景
気
が
始
ま
る
。
初
の
ア
ル
ミ
貨
幣
と
な

る
１
円
硬
貨
が
発
行
さ
れ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

(

ス
イ
ス)

で
軍
縮
な
ど
を
め
ぐ
り
米
英
仏
ソ
の

４
カ
国
首
脳
が
会
談

１
月
　
越
谷
周
辺
に
生
息
す
る
「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
が
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

２
月
　
各
地
区
の
農
業
共
済
組
合
が
統
合
さ
れ
る

４
月
　
商
工
会
が
元
荒
川
堤
（
南
荻
島
〜
瓦
曽
根
堰
）

に
桜
の
苗
木
１
３
０
０
本
植
え
る

８
月
　
大
相
模
西
方
と
増
林
東
小
林
を
結
ぶ
不
動
橋
が

完
成

10
月
　
平
方
と
春
日
部
赤
沼
を
結
ぶ
古
利
根
橋
が
完
成

第
１
回
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
る

12
月
　
武
州
大
沢
駅
が
北
越
谷
駅
と
改
称
さ
れ
る

第
１
回
町
内
一
周
駅
伝
競
走
が
行
わ
れ
る

新
方
向
畑
と
松
伏
を
結
ぶ
堂
面
橋
が
完
成

国
連
総
会
で
日
本
の
加
盟
を
可
決
。
日
ソ
国
交

回
復

４
月
　
出
羽
地
区
に
町
立
第
１
診
察
所
が
完
成

増
林
・
大
相
模
の
２
中
学
校
が
合
併
し
、
越
谷

町
初
の
統
合
中
学
と
し
て
東
中
学
校
が
開
校

７
月
　
大
袋
地
区
に
集
団
赤
痢
発
生
、
２
６
１
８
人
が

強
制
検
査
（
保
菌
者
１
０
２
人
）

８
月
　
町
初
の
舗
装
道
路
完
成
。
越
谷
駅
前
か
ら
赤
山

街
道
に
通
じ
る
町
道
（
弥
生
町
）
で
、
幅
５
・

85
ｍ
、
延
長
１
４
０
ｍ

大
袋
小
学
校
に
プ
ー
ル
第
１
号
が
完
成

９
月
　
建
設
省
か
ら
都
市
計
画
の
指
定
を
受
け
る

11
月
　
合
併
３
周
年
記
念
行
事
が
開
か
れ
、
越
谷
音
頭

を
発
表

12
月
　
上
水
道
工
事
に
着
手

ソ
連
が
世
界
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に
成

功
。
５
０
０
０
円
札
、
１
０
０
円
硬
貨
が
発
行

さ
れ
る
。
南
極
観
測
隊
が
上
陸
し
、
昭
和
基
地

を
建
設

３
月
　
定
例
町
議
会
で
町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
る

５
月
　
越
谷
上
水
道
が
通
水
さ
れ
る

６
月
　
三
野
宮
橋
が
完
成

大
沢
交
差
点
に
初
の
自
動
信
号
機
が
設
置

９
月
　
青
少
年
補
導
委
員
会
が
発
足

文
化
財
保
護
条
例
が
制
定
さ
れ
る

11
月
　
市
制
が
施
行
さ
れ
る
（
人
口
４
万
８
３
１
８
人
）

市
制
施
行
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

第
１
回
郷
土
物
産
大
品
評
会
を
開
催

福
祉
事
務
所
が
設
置
さ
れ
る

12
月
　
初
の
市
長
選
（
無
投
票
）
に
お
い
て
大
塚
伴
鹿

氏
が
当
選

市
制
施
行
後
初
の
市
議
会
が
庁
舎
会
議
室
で
開

か
れ
る

日
中
貿
易
全
面
停
止
。
１
万
円
札
が
発
行
さ
れ

る
。
東
京
タ
ワ
ー
、
国
立
競
技
場
が
完
成
。
岩

戸
景
気
が
始
ま
る

３
月
　
定
例
市
議
会
が
開
か
れ
る
。
昭
和
34
年
度
の
予

算
総
額
２
億
６
６
３
７
万
円
、
一
般
会
計
１
億

７
０
０
０
万
円

４
月
　
越
ヶ
谷
中
学
校
と
大
沢
中
学
校
を
統
合
、
中
央

中
学
校
が
開
校
す
る

５
月
　
宮
前
橋
が
完
成

８
月
　
国
際
興
業
バ
ス
、
越
谷
〜
大
宮
間
（
大
門
野
田

経
由
）
バ
ス
路
線
の
運
転
を
開
始

９
月
　
大
袋
地
区
の
簡
易
水
道
の
通
水
式
が
行
わ
れ
る

初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
校
舎
が
中
央
中

学
校
に
完
成

10
月
　
市
制
施
行
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

る

▲越谷町合併３周年記念式典〔昭和32年〕

▲越谷町役場庁舎（後の市役所庁舎）〔昭和30年〕▲第１回町内一周駅伝競走〔昭和31年〕

▲堂面橋が完成〔昭和31年〕



昭和37年 昭和37年（1962年）昭和38年（1963年）昭和39年（1964年）

昭和30年代

31

昭和34年昭和35年（1960年）昭和36年（1961年）

30

地
下
鉄
日
比
谷
線
が
北
越
谷
駅
ま
で
相
互
乗
り

入
れ

９
月
　
草
加
・
越
谷
ご
み
焼
却
場
が
完
成

11
月
　
市
長
選
（
無
投
票
）
に
お
い
て
大
塚
伴
鹿
氏
が

再
選

堀
江
謙
一
氏
が
小
型
ヨ
ッ
ト
で
単
独
太
平
洋
横

断
に
成
功
。
当
時
、
日
本
最
長
の
北
陸
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
。
テ
レ
ビ
受
信
契
約
が
１
０
０
０
万

件
を
突
破

３
月
　
越
谷
電
報
電
話
局
庁
舎
が
完
成
し
、
市
内
の
電

話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
る

市
内
11
農
協
が
合
併
し
、
越
谷
市
農
業
協
同
組

合
が
発
足

４
月
　
農
業
振
興
特
別
指
導
事
項
が
実
施
さ
れ
る

出
羽
中
学
校
、
荻
島
中
学
校
を
統
合
し
、
西
中

学
校
が
開
校

定
使
野
橋
の
架
け
替
え
完
成

６
月
　
歯
科
医
師
の
山
崎
清
氏
が
初
の
名
誉
市
民
と
な

る蒲
生
地
区
の
一
部
を
除
き
商
店
の
週
休
制
が
実

施
さ
れ
る

７
月
　
青
少
年
問
題
協
議
会
が
発
足

８
月
　
稲
の
害
虫
防
除
と
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

初
の
農
薬
散
布
が
行
わ
れ
る

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領(

ア
メ
リ
カ)

が
暗
殺
さ
れ
る
。

名
神
高
速
道
路
（
尼
崎
Ｉ
Ｃ
〜
栗
東
Ｉ
Ｃ
）
が

開
通
。
黒
部
川
第
四
発
電
所(

黒
四
ダ
ム)

が
完

成

４
月
　
都
市
計
画
法
に
よ
り
市
内
の
用
途
地
域
を
指
定

自
治
会
連
合
会
が
発
足

６
月
　
市
営
火
葬
場
が
登
戸
町
に
完
成

８
月
　
地
下
鉄
日
比
谷
線
が
中
目
黒
ま
で
全
線
開
通

国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
の
工
事
が
始
ま
る

30
カ
年
計
画
で
下
水
道
事
業
に
着
手

10
月
　
農
業
協
同
組
合
の
建
物
が
赤
山
町
に
完
成

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
。
東
海
道
新

幹
線(

東
京
駅
〜
新
大
阪
駅)

が
開
通
。
新
潟
地

震
が
発
生

10
月
　
市
消
防
署
が
新
築
開
署
、
消
防
車
を
購
入
す
る

都
市
計
画
の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る

皇
太
子
明
仁
親
王
が
正
田
美
智
子
さ
ん
と
ご
成

婚
。
伊
勢
湾
台
風
で
死
者
・
不
明
者
５
０
９
８

人
。
テ
レ
ビ
の
普
及
台
数
が
増
え
る

４
月
　
新
方
中
学
校
、
桜
井
中
学
校
、
大
袋
中
学
校
を

統
合
し
、
北
中
学
校
が
開
校

蒲
生
中
学
校
を
南
中
学
校
と
改
称
す
る

７
月
　
越
谷
松
伏
水
道
組
合
が
発
足

越
谷
郵
便
局
舎
が
越
ヶ
谷
に
完
成

園
芸
組
合
連
合
会
が
発
足

防
犯
協
会
が
発
足

８
月
　
越
ヶ
谷
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
完
成

９
月
　
人
口
が
５
万
人
を
突
破

工
業
連
合
会
が
結
成
さ
れ
る

11
月
　
商
工
会
が
法
制
商
工
会
と
な
る

越
谷
郵
便
局
が
特
定
局
か
ら
普
通
局
に
昇
格

御
殿
町
か
ら
瓦
曽
根
溜
井
ま
で
、

西
用
水
と

元
荒
川
の
分
離
工
事
が
始
ま
る

安
保
条
約
改
定
反
対
デ
モ
激
化
。
池
田
内
閣
が

「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
を
策
定
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

民
放
４
社
が
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始

１
月
　
草
加
・
越
谷
清
掃
組
合
が
設
立
さ
れ
る

３
月
　
越
谷
で
全
国
初
の
胃
ガ
ン
集
団
検
診
始
ま
る

６
月
　
警
察
署
庁
舎
が
新
築
移
転
（
大
沢
）

９
月
　
第
１
体
育
館
が
完
成

11
月
　
増
林
浄
水
場
が
完
成

ソ
連
が
世
界
初
の
有
人
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ

に
成
功
。
大
鵬
と
柏
戸
が
横
綱
に
同
時
昇
進
し

柏
鵬
時
代
が
始
ま
る

１
月
　
開
発
公
社
が
設
立
さ
れ
る

全
国
初
の
子
宮
が
ん
集
団
検
診
が
行
わ
れ
る

北
越
谷
地
区
で
初
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着

手

３
月
　
安
全
都
市
宣
言
を
す
る

４
月
　
東
武
ガ
ス
が
１
６
０
０
戸
に
都
市
ガ
ス
の
供
給

を
始
め
る

５
月
　
大
相
模
見
田
方
耕
地
で
古
墳
時
代
の
土
器
発
見

消
防
署
で
救
急
車
が
購
入
さ
れ
、救
急
活
動
開
始

▲国道４号バイパスの工事が開始〔昭和39年〕

▲越ヶ谷商店街（越ヶ谷本町・中町）〔昭和30年代〕

▲越谷市消防署が開署〔昭和34年〕

▲ 西用水と元荒川の分離工事〔昭和35年〕
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農
地
の
宅
地
化
や
地
下
鉄
日
比
谷
線
の
東
武
伊
勢

崎
線
へ
の
相
互
乗
り
入
れ
な
ど
に
伴
い
、
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）
に
は
、
人
口
が
10
万
人
を
突
破
し
ま
し

た
。
都
市
化
の
進
展
で
ま
ち
の
様
子
も
大
き
く
変
り
、

人
口
の
急
増
は
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
反
面
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
ま
し
た
。
農
地
の
埋
め
立
て

に
よ
る
無
秩
序
な
住
宅
地
の
拡
大
、
地
下
水
の
汲
み

上
げ
に
よ
る
地
盤
沈
下
、
排
水
不
良
に
よ
る
浸
水
被

害
、
汚
水
流
出
に
よ
る
河
川
の
汚
濁
、
交
通
事
故
や

防
災
上
の
問
題
、
学
校
や
医
療
施
設
な
ど
の
不
足
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
市
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
増

え
続
け
る
人
口
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の

時
代
が
続
き
ま
し
た
。

一
方
、
昭
和
42
年
に
は
、
埼
玉
国
体
が
開
催
さ
れ
、

越
谷
市
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
年
、
草
加
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
高
度

経
済
成
長
に
伴
い
増
え
る
交
通
量
に
対
応
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
在
の
市
庁
舎
が
完
成
、
市
制
施
行
10
周

年
を
祝
う
式
典
と
と
も
に
新
築
落
成
記
念
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
経
済
成
長
と
と
も
に

都
市
化
す
る
ま
ち

昭和40年代

昭和42年昭和43年（1968年）昭和44年（1969年） 昭和40年（1965年）昭和41年（1966年）昭和42年（1967年）

越谷50年の歩み

３
月
　
初
の
市
営
住
宅
が
大
袋
に
建
設
さ
れ
る

５
月
　
大
沢
・
大
房
の
一
部
で
市
内
初
の
新
住
居
表

示
が
施
行
さ
れ
る

９
月
　
福
祉
会
館
が
完
成
し
、
市
立
図
書
館
が
同
館

内
に
移
転

初
の
横
断
歩
道
橋
が
越
ヶ
谷
観
音
横
町
（
現

在
の
越
ヶ
谷
三
丁
目
）
に
完
成

10
月
　
埼
玉
県
東
部
清
掃
組
合
が
発
足
す
る

11
月
　
県
民
の
鳥
に
「
シ
ラ
コ
バ
ト
」
決
定

朝
永
振
一
郎
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
。
日
韓
基
本
条
約
調
印
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

で
米
軍
に
よ
る
北
爆
が
開
始

１
月
　
南
部
浄
水
場
が
完
成
す
る

４
月
　
立
正
女
子
大
学
（
現
在
の
文
教
大
学
）
が
開
校

５
月
　
武
蔵
野
東
線
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
）
が

市
内
で
着
工

商
工
会
と
工
業
連
合
が
合
併
し
、
新
商
工
会

が
発
足

新
平
和
橋
が
完
成

出
津
橋
が
完
成

６
月
　
越
谷
駅
前
通
り
が
ほ
ぼ
完
成
す
る

10
月
　
平
和
橋
の
架
橋
工
事
が
始
ま
る

11
月
　
市
長
選（
無
投
票
）に
お
い
て
大
塚
伴
鹿
氏
が
３
選

国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
の
舗
装
工
事
が
始
ま
る

12
月
　
大
相
模
見
田
方
遺
跡
の
発
掘
調
査
開
始

中
国
で
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
。
い
ざ
な
ぎ

景
気
が
始
ま
る
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
日

４
月
　
せ
ん
げ
ん
台
駅
が
開
業

川
柳
小
学
校
が
開
校

越
谷
松
伏
水
道
組
合
が
越
谷
・
松
伏
水
道
企

業
団
に
名
称
を
変
更

東
部
清
掃
組
合
に
し
尿
処
理
場
が
完
成

不
動
橋
架
け
替
え
完
成

５
月
　
北
越
谷
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
記
念
会

館
（
後
の
北
越
谷
公
民
館
）
が
完
成

９
月
　
消
防
署
庁
舎
が
完
成

10
月
　
人
口
が
10
万
人
を
突
破

埼
玉
国
体
開
幕
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
第

１
・
第
２
体
育
館
で
行
わ
れ
る

12
月
　
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
（
足
立
区
保
木
間
〜
越

谷
市
下
間
久
里
）
が
全
線
開
通

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
が
発
足
。
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
が
発
生

１
月
　
市
民
交
通
傷
害
保
険
制
度
が
発
足

２
月
　
東
部
清
掃
組
合
の
ご
み
焼
却
場
が
完
成

４
月
　
南
越
谷
小
学
校
が
開
校

市
独
自
の
宅
地
造
成
事
業
協
議
基
準
が
設
置

さ
れ
る

市
史
編
さ
ん
事
業
に
着
手

戸
籍
謄
本
、
抄
本
、
住
民
票
写
し
の
交
付
の

電
話
受
付
が
始
ま
る

５
月
　
市
役
所
に
交
通
事
故
相
談
所
を
開
設

蒲
生
、大
里
で
み
ど
り
の
箱
を
設
置
し
、県
内

初
の
機
械
化
に
よ
る
ご
み
収
集
が
行
わ
れ
る

８
月
　
東
小
林
汚
水
処
理
場
が
完
成

11
月
　
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る

社
会
福
祉
協
議
会
が
社
会
福
祉
法
人
と
な
る

12
月
　
国
民
健
康
保
険
施
行
30
周
年
を
迎
え
る
（
越

谷
は
国
保
発
祥
の
地
）

川
端
康
成
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
。

三
億
円
強
奪
事
件
が
発
生
。
小
笠
原
諸
島
が

ア
メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
る

３
月
　
瓦
曽
根
溜
井
埋
立
地
に
市
役
所
庁
舎
並
び
に

県
合
同
庁
舎
が
完
成

４
月
　
蒲
生
第
二
小
学
校
（
校
舎
は
蒲
生
小
学
校
）、

県
立
越
谷
北
高
等
学
校
が
開
校

越
谷
市
水
道
事
業
と
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業

団
が
合
併
。越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
と
な
る

５
月
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
順
正
苑
」
が
開
設

県
越
谷
保
健
所
、
県
越
谷
土
木
事
務
所
が
開
所

６
月
　
市
制
施
行
10
周
年
・
市
庁
舎
新
築
落
成
記
念

式
典
が
執
り
行
わ
れ
る

９
月
　
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
、
市
内
５
中
学
校
、

５
小
学
校
に
給
食
の
配
送
を
開
始

元
助
役
の
池
ノ
谷
与
一
郎
氏
が
名
誉
市
民
に

な
る

10
月
　
市
役
所
に
市
民
相
談
室
を
開
設

11
月
　
北
部
浄
水
場
が
完
成

▲現在の市役所庁舎が完成〔昭和44年〕▲開通した国道４号バイパス（南荻島交差点付近）〔昭和42年〕

▲市制施行10周年並びに市庁舎新築落成記念式典〔昭和44年〕
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12
月
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
発
足

ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類
初
の
月
面
着
陸
。
東
名

高
速
道
路
（
東
京
Ｉ
Ｃ
〜
小
牧
Ｉ
Ｃ
）
が
全

面
開
通
。
大
学
紛
争
が
激
化
し
、
東
大
安
田

講
堂
が
占
拠
さ
れ
機
動
隊
が
出
動

１
月
　
文
化
連
盟
が
発
足

３
月
　
堂
面
橋
の
架
け
替
え
完
成

４
月
　
南
中
学
校
が
移
転
、
東
越
谷
小
学
校
（
校
舎

は
越
ヶ
谷
小
学
校
と
増
林
小
学
校
）
が
開
校

８
月
　
新
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域
と
調
整

区
域
が
決
ま
る

図
書
館
で
図
書
の
巡
回
貸
し
出
し
始
ま
る

10
月
　
大
塚
伴
鹿
氏
が
市
長
退
任

ご
み
収
集
区
域
が
市
内
全
域
に
な
る

11
月
　
市
長
選
に
お
い
て
島
村
平
市
郎
氏
が
当
選

埼
玉
県
東
部
地
区
の
４
市
５
町
に
よ
る
埼
玉

県
東
部
広
域
行
政
協
議
会
が
発
足

12
月
　
神
明
橋
が
開
通

大
阪
で
日
本
万
国
博
覧
会
（
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
70)

が

開
催
。
日
航
機
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
。

三
島
由
紀
夫
が
割
腹
自
殺
。
人
口
が
初
め
て

１
億
人
を
超
え
る
（
第
11
回
国
勢
調
査
よ
り
）

２
月
　
消
防
署
谷
中
分
署
が
開
署

４
月
　
大
沢
北
小
学
校
が
開
校

精
神
薄
弱
児
（
現
在
の
知
的
障
害
児
）
通
園

施
設
「
み
の
り
学
園
」
が
開
設
さ
れ
る

６
月
　
県
立
越
谷
青
年
の
家
が
開
所

人
口
が
15
万
人
を
突
破

９
月
　
第
１
回
交
通
安
全
市
民
集
会
を
開
催

11
月
　
第
１
回
商
工
物
産
展
が
第
１
体
育
館
で
開
催

12
月
　
第
１
回
農
業
祭
が
第
１
体
育
館
で
開
催

環
境
庁
を
設
置
。
円
が
変
動
相
場
制
へ
移
行

４
月
　
大
袋
北
小
学
校
（
校
舎
は
大
袋
小
学
校
）、
富

士
中
学
校
が
開
校

５
月
　
三
野
宮
橋
の
架
け
替
え
完
成

６
月
　
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
の
基
本
構
想
が
策
定

さ
れ
る

８
月
　
戦
後
初
の
花
火
大
会
が
元
荒
川
で
開
催

12
月
　
戸
籍
謄
・
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
取

り
次
ぎ
店
市
内
５
カ
所
に
設
置

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
が
開
催
。
連

合
赤
軍
浅
間
山
荘
事
件
。
沖
縄
が
本
土
に
復

帰
。
日
中
国
交
が
回
復

１
月
　
公
害
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
る

２
月
　
移
動
図
書
館
し
ら
こ
ば
と
号
の
巡
回
始
ま
る

３
月
　
消
防
署
蒲
生
分
署
が
開
署

４
月
　
蒲
生
南
小
学
校
、
北
越
谷
小
学
校
（
校
舎
は

大
沢
小
学
校
）
が
開
校

武
蔵
野
線
（
新
松
戸
〜
府
中
本
町
）
が
開
通

し
南
越
谷
駅
が
開
業

越
谷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
開
業

准
看
護
学
校
が
開
校

県
立
児
童
相
談
所
が
開
設

10
月
　
島
村
平
市
郎
氏
が
市
長
退
任

11
月
　
市
長
選
に
お
い
て
黒
田
重
晴
氏
が
当
選

市
営
斎
場
が
東
町
に
完
成

12
月
　
市
役
所
に
緊
急
処
理
セ
ン
タ
ー
が
開
設

第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。
江
崎
玲
於
奈
氏

が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。
70
歳
以
上

の
老
人
医
療
の
無
料
化
を
実
施

１
月
　
大
沢
・
大
袋
・
蒲
生
・
南
越
谷
の
４
小
学
校
に
市

内
で
初
め
て
学
童
保
育
室
が
開
設

４
月
　
大
袋
東
小
学
校
（
校
舎
は
大
袋
小
学
校
）、
北

陽
中
学
校
、
県
立
越
谷
南
高
等
学
校
が
開
校

５
月
　
北
越
谷
地
区
が
行
政
区
域
と
な
る

第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

６
月
　
開
発
指
導
要
綱
が
施
行
さ
れ
る

７
月
　
新
越
谷
駅
が
開
業

９
月
　
寝
た
き
り
老
人
の
た
め
の
移
動
浴
そ
う
車

「
し
あ
わ
せ
号
」
が
ス
タ
ー
ト

11
月
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
宣
言

を
す
る

佐
藤
栄
作
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。

長
島
茂
雄
選
手
が
現
役
引
退
。
高
校
進
学
率

が
90
％
を
超
え
る

昭和47年

▲武蔵野線が開通〔昭和48年〕

▲スポーツ・レクリエーション都市宣言〔昭和49年〕

▲第１回商工物産展〔昭和46年〕

▲交通安全市民パレード〔昭和46年〕
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昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、
住
民
の
医
療
や
福
祉
に
重

点
が
置
か
れ
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
の
無
料

化
や
看
護
専
門
学
校
の
開
校
、
市
立
病
院
の
開
院
が
あ

り
ま
し
た
。
人
口
は
年
々
増
加
し
、
昭
和
51
年
（
１
９

７
６
）
に
は
、
20
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人

口
の
増
加
に
伴
い
小
・
中
学
校
が
各
地
域
で
相
次
い
で

開
校
さ
れ
ま
し
た
。
市
制
施
行
20
周
年
と
な
る
昭
和
53

年
に
は
、「
越
谷
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
持

ち
、
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
ま
ち
を
築
く

た
め
限
り
な
い
願
い
を
こ
め
て
」
と
い
う
市
民
憲
章
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
54
年
に
は
、
市
民
の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
、
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式

典
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
57
年
に
な
る

と
せ
ん
げ
ん
台
駅
南
陸
橋
が
開
通
し
、
東
西
の
往
来
が

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

住
み
よ
い
環
境
と
し
て
、
生
活
の
利
便
性
だ
け
で
な

く
快
適
性
（
ア
メ
ニ
テ
ィ
）
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
越
谷
の
美
し
い
自
然
を
選
ん
だ
越
谷
ア
メ
ニ
テ
ィ

八
景
が
選
ば
れ
、
絵
は
が
き
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
58
年
に
は
、
市
制
施
行
25
周
年
記
念
と
し
て
式
典
で

「
文
化
都
市
宣
言
」
が
多
数
の
市
民
を
前
に
宣
言
さ
れ
、

越
谷
市
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。

福
祉
・
医
療
の
充
実
と

快
適
な
生
活
へ

昭和50年代

昭和53年（1978年）昭和54年（1979年）昭和55年（1980年） 昭和50年（1975年）昭和51年（1976年）昭和52年（1977年）

越谷50年の歩み

２
月
　
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
中
期
計
画
策
定

３
月
　
初
代
市
長
の
大
塚
伴
鹿
氏
が
３
人
目
の
名
誉

市
民
に
な
る

４
月
　
平
方
小
学
校
、
弥
栄
小
学
校
、
大
間
野
小
学

校
が
開
校

蒲
生
第
二
小
学
校
に
障
が
い
児
学
級
を
設
置

市
立
高
等
看
護
学
院
（
後
の
看
護
専
門
学
校
）

が
開
校

10
月
　
老
人
農
園
が
開
園

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
が
無
料
に
な
る

11
月
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
結
成

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る

東
海
道
・
山
陽
新
幹
線(

東
京
駅
〜
博
多
駅)

が
全
線
開
通
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
。
沖

縄
国
際
海
洋
博
覧
会
が
開
催

１
月
　
市
立
病
院
が
開
院

４
月
　
西
方
小
学
校
、
宮
本
小
学
校
、
栄
進
中
学
校

が
開
校

肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設
「
あ
け
ぼ
の
学
園
」

が
開
園

９
月
　
人
口
が
20
万
人
を
突
破

11
月
　
粗
大
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
が
発
生
。
鹿
児
島
市
立
病

院
で
日
本
初
の
五
つ
子
が
誕
生

３
月
　
消
防
署
間
久
里
分
署
が
開
署

東
部
清
掃
組
合
し
尿
処
理
場
の
総
合
脱
臭
装

置
が
完
成

４
月
　
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
越
谷
〜
春
日
部
が
開
通

光
陽
中
学
校
が
開
校

県
立
越
谷
養
護
学
校
が
開
校

８
月
　
第
１
回
ミ
ス
交
通
安
全
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

11
月
　
市
長
選
に
お
い
て
島
村
慎
市
郎
氏
が
当
選

黒
田
重
晴
氏
が
市
長
退
任

王
貞
治
選
手
が
７
５
６
号
本
塁
打
を
打
ち
、

初
の
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
。
有
珠
山
（
北
海

道
）
が
爆
発
。
樋
口
久
子
選
手
が
全
米
女
子

プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
初
優
勝

１
月
　
都
市
総
合
交
通
規
制
を
実
施

２
月
　
市
立
病
院
が
越
谷
市
医
師
会
に
加
盟

４
月
　
鷺
後
小
学
校
、
平
方
中
学
校
が
開
校

５
月
　
勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度
を
開
始

６
月
　
流
通
セ
ン
タ
ー
内
に
流
通
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

が
完
成

11
月
　
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
市
民
憲
章
、
市
の

木
、
市
の
花
、
市
の
歌
が
制
定
さ
れ
る

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
第
２
次
中
期
計
画
が

策
定
さ
れ
る

新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
空
港
）
が
開
港
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
が
完
成
。
冒
険
家
の
植
村

直
巳
氏
が
世
界
初
の
単
独
北
極
点
到
達
に
成
功

３
月
　
下
間
久
里
の
獅
子
舞
が
県
指
定
文
化
財
に
な
る

４
月
　
明
正
小
学
校
、
武
蔵
野
中
学
校
、
県
立
越
谷

西
高
等
学
校
が
開
校

６
月
　
県
営
し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
が
オ
ー
プ
ン

７
月
　
越
谷
税
務
署
が
開
署

８
月
　
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
。
市

制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
・
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
式
典
が
執
り
行
わ

れ
る

９
月
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
に
開
所
（
現
在
は
中
央
市
民
会

館
内
）

日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
事
故
が
発
生
。
東
京
サ
ミ

ッ
ト
が
開
催
。
初
の
国
公
立
大
学
共
通
１
次

試
験
実
施
、
受
験
者
約
53
万
人

４
月
　
大
袋
中
学
校
が
開
校

市
役
所
別
館
が
完
成

私
立
獨
協
埼
玉
高
等
学
校
が
開
校

５
月
　
精
神
薄
弱
者
（
現
在
の
知
的
障
害
者
）
通
所
授
産

施
設
「
し
ら
こ
ば
と
職
業
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所

７
月
　
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
越
谷
・
松
伏

水
道
企
業
団
庁
舎
）
が
完
成

12
月
　

西
用
水
土
手
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
植
え
ら

れ
、
平
和
橋
た
も
と
に
フ
ジ
棚
が
で
き
る

▲市立病院が開院〔昭和51年〕

▲市制施行20周年・越谷コミュニティセンター落成記念式典〔昭和54年〕

▲県営しらこばと水上公園がオープン〔昭和54年〕


